
　越後平野を貫く大河、阿賀野川と小阿賀野
川の流れに挟まれた、ゆるやかな高地があり
ます。戸数三百戸余りの集落が形成され、古
来「沢海（そうみ）」と呼ばれてきました。
　沢海の歴史は地理的要因を抜きに語れませ
ん。二つの河の分岐点で、会津や新潟方面へ
の交通にも便が良い要衝の地でした。横越島
(亀田郷)で最も海抜が高く、阿賀野川によっ
て運ばれた肥沃な土壌は、全国的にも有名な
トウモロコシや、根菜類など美味しい野菜を
育みます。戦前には県内有数の繭の生産高を
誇っていました。

　光圓寺は真宗大谷派のお寺です。元々は
享禄2年（1529）に瀬波郡本庄（現村上市）
に創建。寛永6年（1629）沢海初代藩主・善
勝の時代に沢海へ転住し、明治 2 年小浜氏
陣屋の民間払下げに伴い、現在地に移りま
した。境内には、沢海城から移植されたと
伝わる樹齢 300 年の老椿がありました。

　77 年間栄えた沢海藩は貞享4年（1687）
に改易され溝口家は断絶します。その後20
年間、沢海の町は幕府領となりました。越後
は出雲崎にしか代官所がなかったので、沢海
に出張陣屋“沢海代官所”が新たに作られま
す。現在の光圓寺の位置です。
　宝永 4 年（1707）、摂津国より徳川旗本
の小浜行隆が移されてきます。沢海を含む6
千石が小浜氏の知行支配となり、代官所だっ
た建物がそのまま陣屋となりました。
　小浜氏の支配は明治 2 年（1869）の版籍
奉還まで続きました。現在の光圓寺は小浜氏
の陣屋が廃された後に移転してきました。
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